
１年のまとめの３学期が始まります。寒い日が続きますが、換気や手洗いをしっかり行い感染予防に努めましょう。
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また、色々な食べ物をバランスよく食べて病気に負けない体力をつけましょう。
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お正月は、「歳神さま」をそれぞれの家にお迎えする大切な年中行事です。
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そして、一年の幸せを願い、歳神さまと共に家族でいただく食事がおせち料理です。
いちねん しあわ ねが としがみ とも か ぞ く しょくじ りょうり

おせち料理は、昔から、料理の一つ一つに願いを込めて作り、重箱に詰めて、大切に食べられてきました。
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地域や家庭によって違いがありますが、主な料理と込められた願いや意味について、見ていきましょう。
ち い き か て い ちが おも りょうり こ ねが い み み

1月24日から 30日までは「全国学校給 食 週間」です。学校給 食の起源は、明治22（1889）年に 遡 ります。
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山形県の大督寺というお寺の中にあった小学校で、お弁当を持ってこられない子どもたちに、
やまがたけん だいとくじ てら なか しょうがっこう べんとう も こ

昼 食を無償で提供したことが始まりとされています。
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時代の流れと共に変化を続ける「学校給 食」ですが、
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いつの時代も、子どもたちを大切に思う気持ちがいっぱい詰まっています。
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そんな思いを感じて、おいしくいただきましょう。
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毎月、給 食センター職員と学校の給 食担当の先生で献立連絡会という会議を開いています。給 食センターと
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学校をつなぐ大切な会議です。各学校の感想の中からうれしい声を紹介します（11月分）。
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「かみかみデザートは、かむことを考えるよい機会になった。」「肉じゃがのじゃがいもが軟らかく、味がしみていて
かんが き か い にく やわ あじ

おいしかった。」「ポークビーンズの豆がふっくらしていておいしかった。」
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